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別紙様式　１
安全保障輸出管理にかかる学内審査申請書

輸出管理統括責任者（理事(研究担当)）　殿
	所属
	

	職名
	

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


(※申請者は太枠内を記入してください。)
下記の技術の提供又は貨物の輸出につき、該非判定等学内審査をお願いします。
１．案件の概要
	貨物・技術の名称（又は内容）
	

	貨物・技術の用途（持ち出し・開示の事由）
	

	申請区分
	□外国居住者、入国後6月未満の者、外交官等への授業、指導、情報開示、打合せ、見学受入

□懸念国（※）に技術を持出す蓋然性の高い者への授業、指導、情報開示、打合せ、見学受入

□通信回線、郵便を用いた外国への、資料、図面、データ、プログラムの提供
□外国への貨物の提供（説明・展示のために貨物を外国に送付する場合を含む）
□海外の大学、研究機関、企業との共同研究契約の締結

□輸出等が行われることが明らかな技術や貨物の国内での提供

	輸出国，提供先の国籍
	

	取引先（需要者）
	機関名：

担当者氏名：

担当者役職：



	添付資料
	安全保障輸出管理にかかる事前確認リストを添付願います


※　懸念国　イラン，イラク，北朝鮮（2015年11月現在）
２．輸出管理責任者による１次判定　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成　　　年　　　月　　　日）
	判　断


	· 不要である。
· 経済産業省へ問い合わせが必要となる可能性あり。

· 経済産業省へ許可申請が必要となる可能性あり。

	上記判定の理由


	


３．輸出管理統括責任者による２次判定　　　　　　　　　　　　　　　（平成　　　年　　　月　　　日）
	判　定

（該非判定審査票による判定）
	· 経済産業省へ許可申請が必要である。

	
	· 経済産業省へ許可申請は不要である。

	上記判定理由


	


